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消防防災インフラの変貌と方向性

消防防災という観点でそのインフラを捉えた場
合、それは基本的に２つのシステムに集約される。
市町村における防災行政無線システムと消防にお
ける緊急通信指令システムである。そして、この
いずれにおいても、昨今ではコンピュータ化・ネ
ットワーク化を踏まえた有効なインテリジェン
ト・システムを実現することこそが、最優先課題
となっている。
しかしながら、“日進月歩”以上“秒進分歩”
といわれる技術革新が進展する中にあって、各自
治体の消防機関がメーカーからの提案を受けてそ
れに対応していくには、かなり高度で専門的な知

識と技術が必要と
なる。そこで必要にな

るのが、確かな技術・ノウハ
ウを有し、かつ中立公平な立場から

システム構築をサポートできる専門設計
コンサルタントである。（財）日本消防設備安全
センターは、まさにその役割を担っているといっ
ても過言ではない。それは、同センターの消防防
災通信施設設計の受託件数の推移をみても明らか
である。（グラフ1）

（財）日本消防設備安全センターは、1975年に自治大臣の許可のもとに設立された、いわば消防防災分

野のシンクタンクである。設立当初から消防設備点検資格者の育成をはじめ、消防防災用設備機器の認定・性

能評定を行う機関として多彩なノウハウを蓄積してきた。

現在では国の「消防防災システムインテリジェント化推進要網」に基づき、東京ドームや幕張メッセ、東京

都新庁舎をはじめとする数々の大規模防災対象物や地下街における防災システムの評価・インテリジェント化

を推進。同時に各地方自治体の消防における消防防災通信システムの設計・コンサルテーションを積極的に展

開するとともに、JICA（国際協力事業団）の登録コンサルタントとして開発途上国における消防の発展にも

貢献している。

今回はプロフェッショナルの立場から、元東京消防庁通信課長で同センター防災通信部の小山義雄審議役か

ら、これからの消防防災通信システムの在り方と、それに伴う気象観測装置の位置付けを伺った。

このことについて、小山義雄審議役は次のよう
に説明する。
「市町村の防災行政無線システムと消防の緊急通信
指令システムでは、目的が多少異なりますが、大
切なことは地域のニーズに適合した高信頼性シス
テムでなくてはならないということ。また、高度
にネットワーク化されることによって、この２つ
のシステムが有機的に連携し合うということも、
今後の危機管理においては重要な要素になってい
くに違いありません。それだけにシステム構築を
行う際には、現状の課題を満足させるのみならず、
将来への拡張性を見越したコンセプトが必要不可
欠になってきます。当センターへの期待も、高度
化・専門化への対応はもちろんのこと、阪神淡路
大震災の経験を踏まえて各自治体や消防機関の危
機管理への意識が高まり、将来へ向けて本格的な
消防防災インフラの構築に取り組もうとしている
からだと思います」

消消消消防防防防防防防防災災災災シシシシスススステテテテムムムムイイイインンンンテテテテリリリリジジジジェェェェンンンントトトト化化化化をををを推推推推進進進進
（財）日本消防設備安全センターの役割と消防防災における気象観測装置の位置付け
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市町村防災行政無線設備�
消防緊急通信指令施設�

●消防防災通信施設
設計の受託件数
（グラフ1）

（財）日本消防設備安全センター　小山義雄審議役



消防システムの新しい方向性

気象観測装置の新しい位置付け

当然ながら、気象観測装置においてもコンピュ
ータ化・ネットワーク化への対応は、まさに不可
欠な要素となりつつある。1989年より、消防緊急
通信指令設備のサブシステムとして気象情報収集
装置が市町村消防施設整備費補助金の交付対象と
なり、その整備促進が急務な課題となっている。
ＮＥＩのタッチパネル式気象観測システム『デー
タロガー』も補助金認定製品の一つであり、すで
に全国数十ヵ所の消防署に収められているが、そ
の最大の特色は簡単な操作で気象情報をデジタル
データとして扱えることにある。
「気象情報収集装置は、消防機関の規模にかかわ
りなく、すべての消防機関に導入されるよう配慮
されています。当センターが当該施設の設計を行
う際にも、気象情報収集装置を必須メニューとし
て採用しています」
と小山義雄審議役は語る、その理由は明白だ。
気象と災害には密接な関連性があり、それが災害
の予防ならびに被害の極限防止につながるからに
他ならない。災害予防と被害の極限防止という観
点で、そのメリットを次のように整理してくれた。
【災害予防】
1.火災警報の発令（気象情報に基づく実効湿度、
風速など）
2.フェーン現象発生による火災の警戒
3.湿度低下に伴う火災の警戒
4.山林火災の警戒
5.台風の警戒

6.台風による高潮の警戒（防波堤・水門の対応）
【被害の極限防止】
1.強風時における消防部隊の強化
2.実効湿度低下時の消防活動の強化
3.風向・風速を考慮した火災防御
4.台風・集中豪雨に伴う土石流、水害発生時に
おける消防部隊の強化
5.高潮発生時における消防部隊の強化
以上のように、的確な気象情報が得られれば、
災害に対する包囲の方法や消防部隊の配置などを
的確に行うことができる。また、気象情報をデジ
タルデータとしてリアルタイムに数値化できれば、
それを情報通信インフラ上で共有化し、活用する
こともできる。さらには、デジタルデータとして
蓄積しておくことにより、過去のデータを迅速に
検索し、過去の経験をもとに把握・分析してシミ
ュレーションを行うことができる。
「気象情報のデジタル化は、この他にも数多くのメ
リットをもたらします。たとえばLAN（ローカル
エリア・ネットワーク）やWAN（ワイドエリア・
ネットワーク）経由によるデータ共有は、従来の
専用線による通信方式と比較して、ランニングコ
スト面で通信コストをかなり軽減することができ
るはずです」
小山義雄審議役の言葉からも窺えるように、消
防防災システムにおける気象観測装置は単なるサ
ブシステムとしてのみならず、市町村の防災行政
無線システムや消防緊急通信指令システムの一翼
を担う重要な位置付けを持ち始めてきていること
は事実である。



キーワードは
ネットワークの
有効活用

神奈川県の相模原市消防本部ではこの度、消
防緊急システム、防災緊急システム、気象情
報システムなどを包括したコンピュータシス
テムのリニューアルを行い、1999年3月よ
り稼働をスタートした。新システムにおける
最大のポイントは、『出動体制の迅速化』と
『情報の共有化』。ネットワークを有効活用す
ることで、それを実現するための仕組みを構
築した。ここでは相模原市消防本部の新シス
テムを例に、消防システムにおける新しい方
向性を探っていくことにする。
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神奈川県・相模原市消防本部における新システムのコンセプト

次世代消防防災システムの新潮流

消防機関におけるコンピュータシステムの歴史と変遷は、119
番通報受付専用電話としての電話交換機の導入に端を発してい
る。第2段階は、電話交換機とコンピュータの連動システムであ
る。コンピュータ技術の進歩ならびに119番通報の増加に伴い、
音声指令送信、出動部隊の自動選定、地図検索装置との連携、車
輌動態位置の管理などといったコンピュータによる各種処理機能
が電話交換機に付加されていった。
第3段階は、コンピュータによる処理機能を通信技術の向上に
より、さらに強化・拡充したシステムといえる。それによって指
令業務の自動化、音声合成装置による指令、119番発信地表示シ
ステムとの連動、新車両動態位置管理システム（ＧＰＳ利用によ
る自動位置捕捉）、各種支援情報のデータベース化などが実現し
た。現在、消防機関で導入・活用されている既存のコンピュータ
システムは、この第3段階のシステムといえる。
では、21世紀を目前にして、消防機関におけるこれからのコン

ピュータシステムはどうあるべきか。その新しい潮流を象徴する
キーワードこそ、ネットワークのさらなる有効活用。具体的には、
より広域で有機的なネットワークシステムを構築していくことに
より、次の3つの連携を可能としていこうというわけである。
1）住民情報・福祉情報・地図情報などの共有化を目的とする行
政　機関との連携

2）地域災害情報通信ネットワークの実現を目的とする国・県・
民間企業／団体との連携

3）消防システムの広域化をねらいとする隣接消防機関との連携

相模原消防本部のコンセプト

当然ながら、相模原市消防本部が描いたコンセプトの背景にも、
この新しい潮流が脈々と流れている。新システム導入プロジェク
トのメンバーである相模原市消防本部指令課の枡井和彦主任は、
そのコンセプトを次のように語ってくれた。
「基本的には、『出動体制の迅速化』と『情報の共有化』を最大の

相模原市消防本部の気象情報収集システム
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ねらいとしました。『出
動体制の迅速化』では、
119番発信地表示システ
ムとＧＰＳを利用した車
輌位置管理システムを導
入。119番通報受付から
災害地点の特定、出動部
隊選定、出動指令、災害
地点への到達までの時間短縮を実現するとともに、災害場所に関
するさまざまな情報を出動部隊に提供することにより、活動初期
段階における迅速かつ的確な対応を支援することが可能となって
います。また『情報の共有化』においては、蓄積されたデータや

気象情報を消防関係各所の
端末101台から観ることが
できるようになりました。
市役所の関連機関（防災関
係／道路関係／下水道関係
など）との連動体制も確立
され、いわゆる危機管理を
踏まえた情報の共有化が実
現したわけです。ここで重
要なことは、自ら情報にア
クセスする手段を得たこと
で、より能動的な活動が可

能になったということ。例えば、これまでは指令待ちでしかでき
なかった事前の準備も、自ら情報を得られれば指令前に行うこと
ができるわけです。同時に基幹ＬＡＮの構築は、情報交換におけ
るランニングコストの軽減という観点でも期待を集めています。
いずれにせよ、システム化の本質的な目的は、現状の戦力でより
高度なパフォーマンスを発揮できる体制を確立することにありま
す。その意味では、かなり改善されたと実感しています。後は
個々の意識改革を含めて、システムを存分に活用していくこと。
それができてこそ、本当の成果が生まれてくるはずです」
相模原消防では今後も、市の環境部との連携による大気汚染情
報のネットワーク化をはじめ、市民との情報提供、情報交換など
に積極的に取り組んでいこうとしている。さらには、高齢化社会
を念頭に置いて、自分で避難できない人たちのための福祉消防と
いう新しい概念をも実践していく必要性を認識している。

気象観測システムの活用を本格化

一方、今回のリニューアルにおいて、気象情報の充実というこ
とが重要なテーマの一つにあげられた。そこで相模原消防では、
日本気象協会からの情報提供システムを確保するとともに、独自
にＮＥＩの気象観測システムを導入。また、各分署にもＮＥＩの
雨量計を設置して、ネットワーク上で本部・消防署・分署間の気
象情報の共有化を実現した。
「気象情報は、消防システムにおけるサブシステムとして位置付
けられていますが、実は災害の予防や拡大を防止という観点で非
常に大きな意味を持っています。例えば、風の向きや強さは人員

の投入や配置を決める重要な要素となり得ます」（枡井
主任）
各分署に雨量計を設置したのは、相模原市において
は突発的な雨が極所的に降るケースが少なくないから
だ。消防・救急活動では、これもまた有益な情報とな
る。
同時に相模原消防が気象観測装置に注目したもう一
つの理由は、データの蓄積を行うためである。蓄積さ
れた過去の気象データを共有することで、経験値によ
る予測やシミュレーションにも役立てていきたいと考
えたからだ。
「いうなれば、気象情報を把握・分析しておくことによ

って、前もって、より主体的なアクションを起こすことが可能に
なるからです。例えば、注意報や警報が出されれば、それに留意
するのは当然です。しかし、それらが出される前に何かアクショ
ンを起こせたら、災害を未然に防ぐことができるはずです。もち
ろん、そのためには気象情報を活用できる知識や能力（リテラシ
ー）が必要です。相模原消防では、すでにその目的意識が芽生え
始めているようです」（枡井主
任）
最新の情報インフラを整備し
た相模原消防では、そのネット
ワークと気象観測システムを有
機的に連携させることにより、
それを確実に危機管理を踏まえ
た防災インフラへと昇華させつ
つある。

最新導入事例最新導入事例

相模原消防のコンピュータシステム



１．ユニークな気象観測センサ群
以下に弊社独自の特色あるセンサをご紹介いたし
ます。

１）風向風速発信器
２線式光エンコーダ方式ライトベーンは弊社の
オリジナリテイによるもので、現在気
象庁、防衛庁、その他で我国の標準機器として
ご使用いただいています。

２） 現在天気計
光学的手法により降水現象（霧、霧雨、雨、雪、
あられなど）を測定し、その強度を降水量換算
で各３段階まで自動判別します。商品化設計中
の雲量計と組合わせて、現在、多くの局（本部）
で天気の目視観測を自動化する試みが進められ
ています。

３） 超音波積雪深計
豪雪地帯で必須のセンサで、気温による超音波
の伝達速度補正付で、高精度、高信頼性のご評
価を得ております。

４） 超音波水位計
上記の積雪深計と同一原理で、非接触で河川、
用水路の水位、および沿岸の潮位の測定を行な
います。

５）計測震度計
地震の多発する我国では必須のセンサで、気象
庁アルゴリズムにより計測震度を算出し、計測
震度・加速度・発生時刻を表示します。

６）デジタル雨量計
時間雨量、積算雨量を計測・表示します。デー
タ出力はＲＳ－２３２Ｃで、地域内の複数の雨
量計によるネットワーク構成例もあります。

弊社は過去20年にわたり、全国各地の自治体別の、または広域の消防局（本部）で使用される気象情報システムの製造と納入を最大
の使命と感じて続けて参りました。
この結果、平成10年度末までの納入数は合計500システムに達しています。
この間、弊社は常に各消防局（本部）の皆様のご意見、ご要望を真面目に受け止め、それにお応えするよう努力して参りました。こう
した蓄積により現在、真に消防局（本部）の現場のニーズに適合するシステム、およびシステム構成要素であるユニークな各種の装置
を、ご用意しております。
それらは大別して、１）気象観測センサ、２）データ伝送と処理装置、３）通報と表示装置に分類されます。

オプション

計測震度計

現在天気計

超音波積雪計

2線式風向風速計
ライトベーン

雨量計

通風シェルター
（気温計/湿度計）

データロガー　PC-7000気象情報ネットワーク

消防現場のニーズを反映して多彩な装置をラインナップ

ＮＥＩが提供する最新気象情報システムの構成要素



２．データ伝送と処理装置
各種センサの出力は、それぞれの内容に応じた
専用変換器経由でデータロガに接続され、デー
タの処理、蓄積、伝送が行なわれます。

１） データロガＣＰ－７０００
弊社20年の実績から得られた全てのノウハウ
を実現したもので、平成10年度の新製品の気
象観測専用データロガで、指令台への組込み
もできます。主な特長は次の通りです。

a）観測データは全てデジタル化し、内蔵ＨＤに
保存します。１分データならば約10年分の容
量です。ＣＳＶファイル形式なので市販の表
計算ソフトが使用できます。

b）10.4インチＴＦＴカラー液晶画面は、タッチ
パネルとなっており、ご希望のメニューの選
択、各種の切替え操作が簡単に行なえます。
（例えば、気象庁による注意報、警報発令時
の入力も画面のワンタッチで完了です。）

c）印刷、表示機能により、日報、月報、年報、
（表形式）や個々のデータの時間変化のグラ
フをページ・プリンタでカラー印刷およびカ
ラー表示します。アナログＲＧＢ出力があり、
大型プロジェクトでのリアルタイム表示が可
能です。

d）所要の日時を指定することにより、気象デー
タを表示または印刷可能なので、従来のアナ

ログ記録計は全く不要になりました。
e）通信機能は、LAN（10BASE－T），RS232C
ポート×2があり、ＬＡＮ経由でもコンピュ
ータネットワークや各種の外部回線に接続で
きます。

２）ＧＰＳ時計
ＧＰＳ信号を受信し、ＬＡＮ経由で接続され
ているＰＣやＣＰＵを有する端末機器の内蔵
時計を、システムＣＰＵを通して自動的に校
正します。

３．通報と表示装置
１）電話応答装置
収集した気象情報をモニターすることによ
り、観測値を、設定したレベルと自動照合し
て、必要な警報や緊急連絡メッセージを音声
合成し、定められた相手先に、電話回線を通
じて自動通報します。また、一般加入電話か
らの問合わせにも音声で自動応答します。

２）各種気象情報表示盤
これには、１）指令台組込用.２）屋外用（路
上）情報表示盤.３）屋外用（建物脇）情報表
示盤などがあり、大型ＬＥＤによる文字表示
は鮮明で見易く、屋外向の表示盤では、任意
メッセージも表示できる機能があります。

オプション

気象情報デジタル表示盤

屋外情報表示盤III型 屋外情報表示盤PV-3型

電話応答装置

通信指令システム

◯◯◯消防署です
ただいまの気象データを
お知らせします……

消防局（本部）指令台向け気象情報システム



メディア統合とインタラクティブ性を追求
疑似電話により、119番通報の練習までを実現
市川市消防局の新システムでは、ＮＥＩが今年度より出荷を開始した
タッチパネル式の『気象用データロガー／CP7000』を採用。タッチパ
ネル式ならではのオペレーション容易性を実現するとともに、その気象
情報を指令室の大画
面プロジェクタにリ
アルタイムに表示
し、さらなるデータ
活用を追求していこ
うとしている。
同時に『気象用デ
ー タ ロ ガ ー ／
CP7000』は、ネッ
トワーク対応であるため、ＬＡＮを通じて他システムと接続することが
可能。市川市消防局では、支援情報検索処理装置と連動させ、災害時の
気象情報を各種報告書や災害日報上に自動作成している。
また、市川市消防局では新システム導入に伴って、パソコン制御によ
るマルチメディア対応型の『見学者用案内表示盤』を導入。同消防局の
アイディアを受けて、その企画・提案ならびに制作を、ＮＥＩが行った。
最大のポイントは、メディアの統合を実現したこと。「表示盤」にお
けるLEDやランプの点滅などの動き、タッチパネルによって容易な操作
を実現する「モニター」における画面演出、そして119番通報の仕組み
を説明する音声・音響効果などが、一つのプログラムで集約されている。
同システムには「119のしくみ」と「119番の正しいかけかた」という
２本のシナリオが用意されており、利用者はモニター上のタッチパネル
からそれを任意に選んで楽しむことができる。モニターの「ボタン」を
押すと説明ナレーションが流れ、それに対応して「表示盤」のLEDやラ
ンプが点滅し、モニター内の画面も説明に対応して変わっていく。
また、「マニュアル・モード」を用意し、必要なLEDやランプだけを
選択して「表示盤」上で点滅させることも可能としている。さらには、
疑似電話システムにより見学者と指令室とを結んで119番通報の練習を
行うことができる。

メンテナンス性・拡張性・操作性に優れ、
マルチメディアならではの多彩な演出が可能
『見学者用案内表示盤』といえば、従来までは専用の制御ボードを制
作し、LEDなどの演出を行ってきた。また、音声などと同期させる際に
は、音声をROMに焼き込んでタイマー制御してきた。今回、パソコン
制御による手法を採用したのは、従来手法と比較して、以下のようなメ
リットが考えられるからだ。

①メンテナンスやコンテンツ（内容）の変更・拡充が容易
従来手法ではコンテンツに変更を要する場合、ハード・ソフトを含め

たすべてを入れ替える必要があった。ところが、パソコン制御では、
それをソフトウエアのプログラムを変更するだけで実現できる。
市川市消防局のシステムのように、複数のコンテンツを入れておき、
利用者が選択できるというのも、パソコン制御ならではのメリットで
ある。

②コスト的にリーズナブル
パソコンの高性能・低価格化に伴い、コストは軽減される。残るのは
画像・映像など、マルチメディアならではの演出方法をコンテンツの
中にどこまで取り入れるかというソフト面の問題だ。

③多彩な演出を実現可能
「表示盤」のLEDやランプ、音声・効果音のみならず、「モニター内」
でも多彩な演出を行うことが可能となる。市川市消防局のシステムで
は、消防局がイラストを制作し、それを画面内で電子紙芝居風に変化
していく仕組みとなっている。

④操作が簡単でビジュアル志向
操作性においても、タッチパネル方式によって、楽しく簡便な操作が
よりビジュアルに実現できるようになった。消防署では小学校の校外
学習などでの見学も少なくないので、これは指導・教育という観点で
も重要なことだ。
マルチメディアならではのメディア統合ならびにインタラクティブ
（双方向）性を追求した市川市消防局の『見学者用案内表示盤』。これ
まで以上に地域の安全と119番通報教育に貢献していくことを期待し
たい。

パネル制御�

RS232C

無電圧メーク信号�

パネル制御� 無電圧メーク信号�

この春、市川市消防局が新しい緊急通信指令システ
ムを導入された。その際、ＮＥＩは気象観測システ
ムの導入支援はもとより、『見学者用案内表示盤』の
企画・制作に携わり、同消防局のリニューアルをバ
ックアップさせていただいた。

マルチメディア志向の
パソコン制御による
『見学者用案内表示盤』
を導入 市川市消防局

市川市消防局が作ったイラストを電子紙芝居として活用



消防本部（局）管内で、火災発生の場合、消火
活動のため、所属分署の全員が動員されるケース
は多く、この間、当該分署に、何か訴えがあり来
署される住民は当惑されることになります。この
様なケースが頻繁なため対策に苦慮されていた某
消防本部様からご相談を受けた弊社は、下記のご
提案を作成し、幸い現場のニーズによく適合し、
従来システムより格段に低コストで実現できたこ
とを評価いただきました。以下にシステム概要を
ご紹介し、全国の消防本部（局）の皆様のご参考
に供します。

１．概要
この装置は、消防局（または本部）管内の各
分署が、火災などで全員出動した後に、分署の
来訪者に対し、通信回線を使用し本署で一括対
応するシステムです。本署では電話応対と同時
に、来訪者の映像（準動画）を、ＰＣ画面から
カメラの制御をしながら、モニターが可能で、
その映像を高画質で、ＰＣにセーブして、後で
確認が出来ます。いたずら防止を兼ね、分署受
付周囲のモニターが可能です。

２．システム構成
システムは、大別して、各分署システム（最大
12分署まで）と本署システムに分けられます。
図１．参照
３・システムの特長
a）分署員が全員出動後に、分署への駆け込みに
よる緊急通報なども、本署の担当者が一括し
て対応できます。

b）来訪者と通話しながら、映像で
モニタ出来るので来訪の目的も
理解しやすく、来訪の証拠も、
映像のセーブにより残す事が出
来ます。

c）分署側システムは、来訪者自動
検出により、音声案内が自動的
に起動するので、初めての来訪
者でも、戸惑う事がありません。

d）来訪者のいたずら防止を含む、
モニタが可能です。モニタのカ
メラの操作は、本署側のＰＣの
画面から全て可能で、取扱も簡単です。

e）分署側の電話回線も、現用が2回線以上あれ
ば、全員出動時に、夜間モード（留守モード）
に切替える事で、回線を増設せず、このシス
テムを設置出来ます。

f）カメラは小型軽量のため天井、壁などへの取
付けが容易です。写真は天井取付の例を示し
てます。

新システムの紹介

来訪者対応来訪者対応
システムシステム

==低コスト化・高機能化を実現低コスト化・高機能化を実現==
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来訪者への一括応待システム（図1）

監視カメラ



国内最大規模のデジタル放送局
SKY PerfecTV！は、1996年に我が国初のデジタル衛星放送を
開始したPerfecTV！と1998年7月より本格放送を予定していた
JSkyBが合併して、1998年5月に誕生したＣＳ放送局。

赤道上空36,000kmに浮かぶ2つの高性能衛星「JCSAT-3」と
「JCSAT-4」から、170チャンネル、デジタルラジオを含めると
300チャンネルにも及ぶＣＳ放送ならではの多彩なジャンルの
番組を提供する。SKY PerfecTV！が掲げるコンセプトは、「10人
中9人に観てもらうための平均的な番組よりも、10人中1人が熱
狂し、満足できる番組を提供していくこと」。そうあることこそ、
これからのテレビを面白くする原動力だと考えている。
特にスポーツ番組と映画をはじめとするエンターテイメント
番組の充実度は抜群で、契約視聴者を順調に獲得。すでに日本
全国で116万件を超え、さらに増えつつある。また、日本に滞
在中の海外の人たちのために各国の番組を放送。まさにグロー
バル時代のテレビ局だ。
さらには番組提供のみならず、データ転送やインタラクティ
ブサービスなどを展開。SKY PerfecTV！は、テレビの枠を超え
たデジタルメディアサービスの未来を切り開いていこうとして
いる。

デジタル衛星放送の意外なる守護神?!
SKY PerfecTV！のパラボラアンテナに
NEIの気象観測システムを装備

最新導入事例

気象観測システムの役割
さて、通信衛星を駆使
したＣＳ放送だけに、
SKY PerfecTV！の番組
は、まさに宇宙を経由し
て地球に配信される。そ
こで問題となるのが、さ
まざまな気象条件だ。放
送のための電波が、気象
条件によって妨害される
恐れがあるからだ。巨大
な台風による豪雨や強風
で放送の電波が異常をき
たしたら、当然ながら番
組は提供できなくなる。しかも、SKY PerfecTV！では24時間、
休む間もなく放送を行っている。
そこで重要な役割を担っているのが、気象観測システムだ。

「JCSAT-4」に対応する最新の東京・青海の放送センターでは、
天王洲（メイン）と有明（サブ）の2つのアンテナサイトを有し
ているが、その両方のパラボラアンテナの横には、ＮＥＩの風
向・風速計ならびに気温・雨量降雨強度センサーが設置されて
いる。SKY PerfecTV！技術本部の阿部高裕アシスタントマネー
ジャーは、その役割を次のように説明する。
「通常はメインの天王洲のアンテナサイトを利用していますが、
そこで気象によるトラブルがあった場合には、有明の予備のア
ンテナサイトに切り替えることができます。その際、24時間ピ
ンポイントでの気象情報を掌握していれば、アンテナサイトの
有効性を前もって判断することができます。さらには、気象に
よる最悪条件でどうしても放送できない場合にも、視聴者に放
送中止のテロップを流すなど、混乱を未然に防ぐことができる
はずです。その意味で気象観測システムは、確かにＣＳ放送を
守る重要な要素といえますね」
そのため、SKY PerfecTV！では毎日24時間毎の気象データを
記録して、データベースとして確実に蓄積している。これによ
って、年間の耐久統計などを把握・分析していくためだ。同時
に青海放送センターで捉えた気象情報は、トラブルが起った際
の貴重な資料となる。問い合わせに応じて、視聴者窓口である
カスタマセンターで活用することもできる。
ＮＥＩの気象情報システムは、視聴者への安全・確実な番組
提供、そしてサービスを担っている。

プロ野球のスーパー守護神といえば、ご存知、横浜

ベイスターズの佐々木主浩投手。

では、通信衛星から170チャンネルにも及ぶ魅力的

な番組を提供するSKY PerfecTV！の守護神は？

意外にもそれは、ＮＥＩの気象観測システム。

日本全国で160万人を超える視聴者に、安全・確実

な放送と的確なサービスを届けることを目的に、

日々絶え間なく貢献し続けているのである。

阿部高裕アシスタントマネージャー



Weather
Ｒeport

『気象予報士』の指定試験機関として平成６年３月に設立され

た財団法人気象業務支援センタ－に、その内容を聞いてみた。

Q1．気象予報士とはどのような資格ですか？
Ａ．気象予報士の資格は、気象の予想に関する専門家とし
て、予報業務許可事業所において天気の予想の業務を担当する
ことが認められる国家資格です。平成５年５月に気象業務法が
改正され、予報業務許可事業者は、一連の業務の内、現象の予
想を気象予報士に行わせなければならないことになりました。
そこで、平成６年９月に気象予報士の設置基準が省令で定めら
れたのに伴い、同年度より『気象予報士試験』が実施されてい
ます。

Q2．『気象予報士試験』とは、どのような試験ですか？
Ａ．『気象予報士試験』は、その合格者が「現象の予測」を
適確に行うに足る能力を持ち、気象予報士の資格を有すること
を認定するために行うものです。具体的には、気象予報士とし
て１.今後の技術革新に対処しうるように必要な気象学の基礎的
知識、２.各種デ－タを適切に処理し、科学的な予測を行う知識
及び能力、３.予測情報を提供するに不可欠な防災上の配慮を適
確に行うための知識及び能力を認定することを目的としていま
す。

Q3．『気象予報士試験』の内容はどうなっていますか？
Ａ．試験は学科試験と実技試験から構成されています。学
科試験は予報業務に関する一般知識と専門知識の２科目に分れ
ています。原則として５つの選択肢の中から１つを選択する
マ－クシ－ト方式によるもので、１.気象学の基礎、２.気象予
測の基礎、３.関連法令が試験科目となっています。実技試験は

原則として、記述式によるものとされ、４.気象現象とその変動
に関する総合的な判断能力、５.局地的な気象予測のための能力、
６.特に災害の発生が予想される現象に関するデ－タの処理能力
が試験科目となっています。

Q4．『気象予報士試験』の受験資格は？
Ａ．受験資格に関し制限はなく、誰でも受験することがで
きます。現在のところ、最年少合格者は15歳（中学3年生）、最
年長合格者は74歳です。また、最近では気象情報を付加的に扱
う行政担当者やビジネスマンの受験者も増えているようです。

Q5．気象予報士の資格を取ると、どのようなことができ

るようになるのですか？
Ａ．気象庁長官の許可を受けて予報事業を行う予報業務許
可事業者（いわゆる気象会社等）の職員として、許可を受けた
予報業務の目的及び範囲で、独自の局地的な天気の予想を行う
ことができます。気象庁から提供される数値予報結果や、ひま
わり、レ－ダ－、アメダスなど様々な観測デ－タに加えて、予
想対象域の観測デ－タなど総合的に判断し、局地的な天気の予
想を行うことが仕事です。

【平成11年度『気象予報士試験』スケジュール】
１　試験の回数　　　　２回
２　試験の時期　　　　第12回（平成11年度第１回）平成11年8月29   日（日）

第13回（平成11年度第２回）平成12年1月30日（日)
３　試験要項の発表　　第13回（平成11年度第２回）平成11年10月22日（金）
４　申し込みの受付　　第12回　平成11年６月28日（月）～７月16日（金）
（郵送可、締切当日の消印有効）第13回　平成11年11月22日（月）～12月10日（金）
５　合格発表　　　　　第12回（平成11年度第１回）平成11年10月8日（金）

第13回（平成11年度第２回）平成12年3月10日（金）
６　受験地　　　　　　東京・札幌・仙台・大阪・福岡・那覇の６都市で実施

テレビ番組などで気象情報を伝えるウェザーキャスターが、若い人たちの
人気職種の一つとして脚光を浴びている。特に最近では、『気象予報士』の
資格を有するウェザーキャスターが急増中だ。『気象予報士』とはどんな資
格なのか？　どうすれば取れるのか？どんな人が受験しているのか？　試
験内容は？　……。

6月：平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。北日本は天気は数日の周期で変わるでしょう。気温は北日本で平年並、東日本、西日本、南西

諸島は高い可能性が大きいでしょう。降水量は平年並の可能性が大きいでしょう。

7月：平年と同様に、前半は曇りや雨の日が、後半は晴れる日が多いでしょう。南西諸島は平年同様晴れる日が多いでしょう。気温、降水量とも

に平年並の可能性が大きいでしょう。

8月：平年と比べ晴れる日が多いでしょう。北日本では一時曇りや雨の日があるでしょう。気温は平年並、降水量は北日本で多く、その他の地方

は平年並の可能性が大きいでしょう。3か月間降水量は平年並の可能性が大きいでしょう。

気象予報士Ｑ＆Ａ

【全般3ヶ月予報（6月～8月までの見通し）】気象庁　気候・海洋気象部発表　5月20日



現在天気判定装置
消防活動において担当地区の気象情報は必要不可欠です。従来、担当地区の気象は自動観測が行

われていますが、天気判別は担当者の目視と手作業による記録が行われています。この天気概況

の観測と記録を自動化したいという強いご要望により、弊社では4種類のセンサーを使用した天気

自動観測アルゴリズムを開発することで現在天気を自動判定するシステムを構築しました。

１．概要
本装置は、現在天気計、雲量計、日射計、感雨器、と天気判定装置で構成されます。主な機能

は次の5つです。

１）現在天気計は、降水現象を処理し、霧、雨、雪、あられ等に判別し、その強度を3段階に測

定します。

２）雲量計は、全天の雲量を自動測定する装置で、

降水現象が無い場合に天気を5段階に判別しま

す。

３）日射計は、太陽エネルギーを測定し、天気判別

の補助に使用します。

４）感雨器は雨または雪の検出を行い、降水現象の

有無を確実に捉えます。

５）天気判別装置は、これらの観測データから、天

気判定のアルゴリズムにより、時々刻々の天気

を自動的に判別記録します。
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総合気象観測システム�

表紙の紹介

気象の未来を拓く

お便りお待ちしています
本誌に対するご意見、ご希望、ご感想、さらに
は取り上げてほしいテーマなど、皆さまからの
お便りをお待ちいたしております。
なお、お便りを頂戴いたしました皆さまに粗品
を進呈させていただきます。お名前、貴社名、
ご住所、ご所属、電話番号などをご記入の上、
葉書、手紙、FＡXにて、下記までお寄せくださ
い。

宛先：〒158-0093 東京都世田谷区上野毛2-4-9
（株）日本エレクトリック・インスルメント
ウィンドプレス編集係
FＡX.03（5707）8261
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天気計と感雨器で判定�
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　ON�
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SKY PerfecTV！の有明アンテナサイ
トに設置された気象観測システム。
新都心ならではのハイテクな風景に
溶け込んでいる。
巨大なパラボラアンテナと、風に合
わせて動く風向・風速計には、水鳥
たちもビックリ?!
しかし、これが170チャンネルのCS放
送を支えている重要なシステムとは、
水鳥たちは気が付くまい……。

当社のインターネット、ホームページ

が7月に開設いたしますので、御覧くだ

さい。

●http//www.nei.co.jp
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現在天気判定装置� レーザープリンター�

日射計�

感雨計�

現在天気計�

雲量計�

２．システム構成図

天気判別表

現在天気計


